
資料４ 
 

1 

 

（３）日野市の特徴・課題について 

 

日野市には、豊富な湧水や用水、多摩川、浅川、程久保川、里山といった多様な自然資源と、それに

因んだ農業、工業、歴史、文化、景観、様々な市民活動などがあります。生物多様性地域戦略は、生物

多様性の視点から自然資源の保全と持続可能な利用に向けた取組を進めることによって、生物多様性を

まちの魅力として最大限発揮し、日野市がより豊かに発展していくことを目指します。 

 

１）日野市の社会的な状況 

▶日野市の人口構成割合の予測 

 

（日野市の戦略について http://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/196,125955,348,2121,html） 

 

▶大規模工場の相次ぐ移転と産業の空洞化 

 

（日野市の戦略について http://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/196,125955,348,2121,html） 
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２）土地利用の変化 

 

▶日野市の耕地面積 

 

（2013年度 日野市環境白書） 

 

 

 

▶日野市の生産緑地面積 

 

（2013年度 日野市環境白書） 
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▶耕作地の減少と都市化の推移 （日野市万願寺～神明周辺の例） 

 

 

  

1979年 

2008年 
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３）自然環境の特徴 

▶日野市の地形 

（水の郷 日野） 

 

▶日野市の水環境の特徴 

 

（第２次日野市環境基本計画 第５章） 

日野用水上堰（よそう森公園） 

黒川清流公園の湧水流れ 

日野市を流れる水路 

日野市の湧水地点 
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▶日野市の緑の特徴 

 

（第２次日野市環境基本計画 第５章） 
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４）課題と取組の方向性 

▶第５次日野市基本構想・基本計画にある社会の変化と今後の課題 

１．少子化、高齢化の更なる進展、人口減少の時代 

２．地域主権改革の本格化、新しい公共の考え方の広がり、厳しさを増す財政 

３．子どもを取り巻く環境の変化 

４．国際化の進展 

５．地域環境問題の深刻化、生物多様性の考え方の広がり 

６．安全・安心ニーズの高まり 

７．経済情勢の悪化、雇用環境の悪化 

８．持続可能なまちづくり、社会資本の老朽化への対応 

（第５次日野市基本構想・基本計画 序章） 

 

▶社会的課題：日野市の推進施策を踏まえて課題と方向性を検討する 

日野市の長期的な施策（３戦略）を踏まえた検討例 

 

 

▶自然特性的課題：日野市の自然特性に配慮して課題と方向性を検討する 

自然特性に配慮した検討例 

 

 
▶自然度の高い緑（多摩丘陵、崖線） 

▶農地（水田、畑、果樹園） 

▶河川（多摩川、浅川、程久保川） 

▶用水路 

開発等による減少 

農業衰退による田畑の減少 

都市化・農業縮小による減少 

外来生物による自然の劣化 
 

湧水地の減少、湧水量減少 

・「ひの緑のトラスト」等による公有化 

・緑地管理協定等による民有地保全 

・優先的に保全すべき緑地の選定 

・農産物・農景観の価値向上  

・後継者・援農者育成による担い手確保 

・水環境の自然的文化的重要性の認識向上 

現状把握と効果的効率的な駆除・防除実施 

・丘陵・崖線の緑と一体的な取組 

・雨水浸透による地下水涵養の促進 

自然特性と主な課題 取組の方向性 

手入れ不足による劣化 
・公民協働による保全活動の促進・拡大 

・新たな市民も参加したくなる魅力づくり 

▶湧水 

 ３戦略 
地域の魅力再確認と認知度を 

高めるプロモーション 

体験と活動機会の提供を通じた 
「ふるさと日野」の醸成 

諸力融合による価値共創の 
枠組構築 

価値共創機会の提供と 
人材のネットワーク化 

歩きたくなるまちづくりの推進 

健康維持・健康づくりの取組 

生物多様性に関連する主な取組 生物多様性地域戦略との融合 

市民目線で人と自然の関係を再

構築し生物多様性を浸透させる 

生物多様性に関わる人たちをつ

なぎ、共に行動する 

生物多様性をまちの魅力として

高め活かし、地域を発展させる 
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▶課題解決のための連携の仕組み：エコミュージアム・ネットワークの構築 

 

課題解決に向けて、日野市全体の将来像を共有しつつ、地域ごとに様々な主体の連携・協働による

取組を推進し、地域それぞれが発展することで日野市全体の生物多様性がスパイラルアップする仕組

みを構築していくことが求められます。 

 

 

平成 29 年の環境情報センター移転予定に合わせて既存の活動を発展させ、以下の機能・仕組を構築

することで、「主体間・施策横断的連携」を推進します。 

 

 

 

日野用水上堰 

浅川 

多摩川 

豊田用水 

程久保川 

新環境情報センター 

真堂が谷戸 
倉沢地区 

東光寺緑地 

平山用水 

程久保川上流 

潤徳小学校ビオトープ 

：サテライトミュージアム（例） 

：ミュージアム間の情報 

ネットワーク 

：エコミュージアムセンター 

－イメージ－ 
エコミュージアム・ネットワーク 

 

 

 
 

 

緑と清流課 

環境保全課 
産業振興課 

教育委員会 

文化スポーツ課 

健康課 

子育て課 

･･･
 

･･･
 

サテライト サテライト 
保全活動 環境調査 

イベント 
保全活動 環境調査 

イベント 
連携・協働 

連携・協働 
連携・協働 

情報集約・発信・更新 
全体コーディネート 

市民 
企業 

大学 

新 環境情報センター 

多様な主体・部署・施策間の連携・協働コーディネート 

エコミュージアムサテライト（緑と清流の保全エリア）との情報ネットワーク 

生物多様性に関する様々な情報（まちの魅力）の集約・発信・更新 

日野市環境情報センターが担う機能と連携の仕組 

 日野市環境情報センターを拠点とした 

「エコミュージアム・ネットワーク」の構築 

日野市環境情報センター：日野市の環境や生きものに関する情報を収集・発信するとともに、普及啓発、環
境関連活動の支援、人材育成などを中心的に推進している拠点。 

 
エコミュージアム：地域の人々の生活と、自然史・社会史を結び付け、地域の遺産・魅力として保存・育成・

普及していくことで、地域社会の発展に寄与することを目的とした博物館のこと。 

 


